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7月 1日から受付開始！リユース食器の無料レンタル

月刊

月刊あじぇんだは当フォーラムの活動紹介を中心とした
京都発、環境関係の情報発信紙です

Agenda Forum 
5日（火）午後7時～　エコミュージアムWG大原野プロジェクト会議(於：大原野自治会館)

22日（金）午後7時～　交通WG自動車タスクミーティング（於：朝日ビル9Ｆ会議室）
７月のミーティングと

主催行事の予定

京のアジェンダ
２１フォーラム

　これまで、えこまつりワーキンググル

ープ（以下 WG）では、お祭りやイベン

トでの環境対策、特にリユース食器シス

テムについて調査、研究活動を行ってき

ました。昨年度からは、地域活動や地域

でのお祭りに関わるメンバーで、学区レベルでの小規模なお

祭りやイベントの環境対策サポート体制を検討してきました。

その結果、地域の小規模なお祭りやイベントでは、環境対策

に取り組んでみたいという意欲はあるものの、コスト負担（リ

ユース食器導入の場合、食器購入や運搬費など）が原因で、

対策が進まないということが明確になりました。

　そこで、えこまつりWG有志で構成するえこまつりサポート

体制研究会では、京エコロジーセンターの協力を得て、「小

規模のお祭り・イベントへリユース食器を無料レンタルする

試行事業」をすることとなりました。このリユース食器は、

お祭りやイベントのみならず、パーティーや会議などでも利

用可能です。試行の利用状況を見て、今後本格実施できるか

の調査研究も行っていきますので、このリユース食器無料レ

ンタルをぜひご利用ください。

・募集開始：７月１日（金）

・応募条件：京都市内で７月～来年２月までに開催される

　　　　　　小規模の催し

　　　　　　（保育園や幼稚園の夏祭りや、地域での地蔵盆、

　　　　　　　防災訓練、バザーなど）

・レンタルできる食器：右記の中から計200個まで

　コップ（大、中、小）、どんぶり（大、中、小）

　カレー皿、平深皿、平皿

　（なお、食器は指定箇所にて受け渡し。

　　搬送の場合は搬送料をいただきます。

　　食器は利用後に洗浄してから返却してください。）　

・問合せ・連絡先：地域環境デザイン研究所ecotone

　Ｔｅｌ．075-352-1321　担当：石原

※えこまつりＷＧでのこれまでの調査研究結果をもとに、お

祭りやイベントにおける環境対策の導入支援を行なう「環境

対策支援便RE-ECO」事業が、今年4月 1日よりNPO地域環境

デザイン研究所ecotoneと京都ラジオカフェ（株）の共同プ

ロジェクトとして開始されています。上記条件に当てはまら

ない京都市外で開催される催しや、さらに大きなお祭り・イ

ベントでの環境対策については、こちらにご相談ください。

・問合せ・連絡先：京都ラジオカフェ（株）

　Ｔｅｌ．075-254-8556　E-mail：info@radiocafe.jp

　担当：太田

2週間で100を超える回答

「会員アンケート」へのご協力ありがとうございました

　会員の皆さんの声を反映させた運営や

活動、広報にするため、フォーラムに対

するご意見や要望などをお聞きする「会

員アンケート」を先月号に同封し、お願

いしましたところ、6月 13日現在、114通の回答をいただき

ました。短期間にたくさんのご回答を寄せてくださった会員

の皆様に、この場を借りて改めて御礼申し上げます。

　今回の会員アンケートは、「京のアジェンダ21フォーラム

の今後のあり方」について幹事会等で、この一年間議論いた

だいた中で、会員の位置づけや事務局やワーキンググループ

とのコミュニケーションが緊密でないという課題に対し、「会

員の感じていること、求めていることを把握するため、会員

アンケートを実施する」という今後の対応策に基づいて行っ

たものです。

　今年で設立7年を迎えるフォーラムは、今まさに次の展開

に向けての方向性を模索中です。そんな中、アンケートでは、

フォーラムそのものへの期待や励まし、そしてその裏返しと

もいえる厳しいご意見も含め、予想以上に多くの反響が寄せ

られました。事務局として謙虚に受け止め、京のアジェンダ

21が目指す取組に反映させるとともに、会員の皆さんにも積

極的に参加いただけるような活動を行っていきたいと考えて

います。

　なお、アンケートの分析結果については、取りまとめて後

日『月刊あじぇんだ』紙面等で報告いたします。ご期待くだ

さい。

祇園祭山鉾巡行  七月十七日 

京都切り絵歳時記

えこまつりＷＧ



事務局短信　先月ブログにはまっていると報告したばかりなのに、すでに更新は途絶え気味。でも、毎日周りを見る目は少し変化したようです。

紫陽花の蕾がほころびはじめましたね。（竹村光世）／電車のクーラーのきき過ぎで、１週間も声が出なくなる風邪をひいてしまいました。今年こそ

クールビズが浸透すればいいなあ。（小山直美）／先日、酒米の田植えをしてきました。田植えの後は、有機無農薬栽培のお米で作ったおいしいお酒

を十分に堪能してきました。秋の稲刈りが今から楽しみ。（滋野浩毅）
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●ステップ１

6月のステップ１認証取得企業はありません

●ステップ２

KES2-0136 エーシック株式会社 (京都府宇治市)

KES2-0137 日本イーデーエー株式会社 (京都市伏見区)

KES2-0138 東洋染工株式会社 (福井県坂井郡春江町) 

KES2-0139 金剛薬品株式会社 (富山県富山市)

KES2-0140 北陸電子株式会社 (富山県婦負郡婦中町)

KES2-0141 株式会社上田ファスナーエンジニアリング 

　　　　　(京都市伏見区)

KES2-0142 川並鉄工株式会社 (京都市南区) 

＜KES認証事業部より＞　 

※確認審査合格企業の詳細については、ホームページ(http://web.kyoto-inet.or.jp/org/kesma21f/index.htm）をご参照ください。

★6月の新規認証取得　2005年 7月 1日現在

エコ修学旅行を全国に

　京都には年間百万人あまりの修学旅行生が

訪れます。未来を担っていくたくさんの子ど

もたちが、議定書誕生の地である京都を訪れ

たおりに、環境にやさしい修学旅行を体験してほしいと、エコツ

ーリズムWGは願っています。

　今回、京エコロジーセンターが修学旅行生向け見学・体験プロ

グラムを紹介するパンフレットを作成し、全国の中学校や高校、

および旅行代理店へと送ることになりました。その作成にエコツ

ーリズムWGも協力し、パンフレットの中で市民団体が行っている

エコ修学旅行ツアーの案内や、環境にやさしいホテル・旅館を紹

介しました。

　環境問題に取り組んでいるホテル・旅館の中には、環境問題へ

の取組は必ずしも宿泊客の増加には結びつかないと考えておられ

るところもあります。そこで、このパンフレットの情報が宿泊客

の獲得につながり、多くの学校に環境にやさしいホテル・旅館を

選んでいただければと思っております。学校では授業の中で環境

問題を取り上げることが増えていますが、実際に体験してみるこ

とが、最も心に残る学習となるはずです。

　このパンフレットは様々な関係機関にも配布したいと考えてい

ます。エコ修学旅行の普及が京都を環境調和型観光都市にする一

助となることを願っております。

　パンフレットに関するお問い合わせは、

　京エコロジーセンター（Tel　075-641-0911）まで

●パンフレット内容：　

○京エコロジーセンター見学体験プログラム

○京都エコ修学旅行のご案内

ＮＰＯ法人環境市民主催　・京都を小鳥の目で見てみよう（大

文字山）　・自然体験教室（京都御苑）　・エコマップをつくろ

う（哲学の道等）

○環境にやさしいホテル・旅館

京都ホテルオークラ、からすま京都ホテル、京都新阪急ホテル、

京都ロイヤルホテル、加茂川新館、ホテルグランヴィア京都

●パンフレット本文：

京都への修学旅行、どんなプラ

ンを立てていますか？有名なお

寺だけが京都ではありません。

　京都は、美しい自然環境を大

切に発展してきたまちです。ま

ちを囲む山、まちを流れる川、

あらゆる生命が豊かに生きてい

る。そんな自然の恵みを大切に

して、芸術・建築・文学・産業

など、日々の生活の中にも自然

をたくさん生かしてきました。

新聞やテレビで環境問題が取り

上げられるずっと前から、京都

では環境にやさしい生活、まち

づくりを行ってきたのです。

　修学旅行で、ぜひ皆さんに、

そんな京都を体験してほしいと

思っています。京都では、環境

活動に取り組む市民が、皆さん

を案内してくれます。一緒に学

んで楽しめば、きっと発見・感

動があるはずです。

（小山直美）

広めよう　ＫＥＳ

　京都発の環境マネジメントシステム・ＫＥＳをもっと多くの企

業や学校、一般市民の方に広めていくため、企業活動WGがＫＥ

ＳのＰＲ版パンフレッ作成会議を立ち上げました。メンバーには

ＫＥＳ審査員の方や、ＮＧＯの方も入ってくださっています。書

店の棚に並んでいたら、誰もが手に取りたくなるようなものをつ

くろうと、今編集メンバーで知恵と感性を出し合っているところ

です。

　ＫＥＳを認証取得された製造業者、サービス業者、学校の事例

を紹介し、取得された事業所で働く方の生の声を掲載させていた

だく予定です。環境問題に関心のある方はもちろん、今まで関心

がなかった方、そして経営資源（ﾋﾄ･ﾓﾉ・ｶﾈ）に不安がある方に

も、「私たちの職場でもＫＥＳをとって、環境問題や経費削減に

取り組みたい」と思っていただけるようなパンフレットを目指し

ています。研修会や行事のときに配布し、書店にも置かせてもら

いたいと考えています。７月中旬頃の発行予定です。ご期待くだ

さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小山直美）

エコツーリズムＷＧ

～エコツーリズムＷＧ（ワーキンググループ）が京エコロジーセンター
　発行パンフレット「修学旅行のみなさんへ」の作成に協力しました。～

～ＫＥＳ　ＰＲパンフレットを作成します～

ＫＥＳ・環境マネジメント
システムスタンダード


